
５月２１日（日）～２３日（火） 第１６回旅を楽しむ会の旅日記 

 グループ旅行が本格的に再開されました。今回はひがし北海道の旅、旅の会では三田会ゆかりの

どなたも参加自由です。 

 ５月２１日早朝羽田集合、会の参加者１３人。一般客を含め総数２０人。 

 帯広空港からバス旅に出発。途中休憩を入れて現地到着、今年は雪が少なくダム湖の底をゴム長

靴で歩いた。小雨の中、タウシュベツ川を渡り、ダム湖と廃線になった幌加内線の橋梁跡に達する。

橋は今にも崩れそうなローマの水道橋の如しである。幌加内駅跡を見学、阿寒摩周国立公園に入

る。薄暗い道端の草を食むエゾシカ達に頻繁に出会う、その度にバスは速度を落とし時々ストップす

る。国道の真ん中に立ち止まる鹿の親子の集団が去るのを待つ。ようやく宿泊地川湯温泉に到着。こ

の地の温泉は多分日本一酸性度が強く PH１強、皮膚病に効く、水虫には特に有名である。 

 ２日目、晴れる。長距離３３０KM を走る。硫黄山に立ち寄り、かすんで幻想的な摩周湖、アップダ

ウンの直線道路を走って、３６０度眺望の開陽台。知床半島東側の羅臼漁港からホエールウオッチン

グ。クジラ、イルカの出会いに期待する１時間クルーズ。わが国土の国後島、択捉島まで１０キロ余の

沖合にイシイルカが見えた。野付半島のトドワラや草花の咲くぬかるみの砂州をトラクターバスで往

復。夜はまりもの有名な阿寒湖畔に泊まり、番外のカラオケで和む。 

 ３日目、晴れる、雌阿寒岳と阿寒富士を借景にオンネトー湖で記念写真、屈斜路湖と原生林を抜け

て美幌峠から網走に向かう、映画ロケ地の釧網線北浜駅、駅舎の裏側がオホーツク海、斜里岳や羅

臼岳の名山、遠く遙かに知床半島、一年前に悲劇のあった知床半島の最先端まで見事な大眺望であ

る。 

 天都山のオホーツク流氷館に立ち寄り、旅の終わりは東藻琴公園の芝桜の見学。個人がで２０年余

りかけて創り上げたもの、今年の日本はどこでも花が早ので心配されたが、見事な満開の有様に一

同大感激、小型荷バスで山頂近くまで登り、全山を眺望、かすかに甘いかおりと見事な咲き振りにし

ばし時を忘れる。心地よい時間をたっぷり過ごし、女満別空港に到着、お土産を買い込み、即興で旅

の打ち上げ会を開く、羽田に２０時到着後解散。 

 北海道の広さを再認識、高速道路網の整備に期待が高まる。早朝の羽田出発、宿泊地到着が夜、

出発は早めの３日間のスケジュールを楽しみました。６月２２日、映像で旅の思い出会を開く。次回の

候補地はラオス、国内は八丈島を予定。（問い合わせ先０９０－１４００-００７２岡川まで） 



   

  

 


